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高病原性鳥インフルエンザ発生への対応について 

 

１．発生農場の概要 

  大田市内の県内最大規模の採卵養鶏場（県全体の約 40%にあたる 40 万羽を飼育） 

 

２．発生経過と対応状況 

（１）発生の概要 

10 月 30 日(水) 12:15 農場から異常鶏の通報（７羽死亡） 

         15:00 川本家畜保健衛生所が簡易検査で陽性を確認 

23:30 家畜病性鑑定室の A型インフル PCR 検査で陽性確認 

10 月 31 日(木)  3:00  疑似患畜確定(農林水産省) 

11 月５日(火)  17:00  患畜確定(農林水産省) 

（２）防疫措置の概要 

  ① 作業内容 

    鶏の殺処分          10 月 31 日～11 月７日（401,733 羽、うち雛 50,162 羽） 

埋却処分           10 月 31 日～11 月９日（鶏、卵約 90 万個、飼料約 34t、

堆肥約 25t） 

    清掃消毒             11 月７日～11 月９日（農場内全体） 

    農場防疫措置完了    11 月 10 日(日) 

    移動制限区域解除予定 12 月１日(日)24:00 

  ② 動員体制 

延べ約 3,600 人以上（県職員 1,531 人、自衛隊 960 人、大田市 364 人、JA しまね 

255 人、NOSAI 島根 83 人、建設業協会 400 人以上） 

（３）野鳥監視 

    11 月５日 重点監視区域（発生農場半径 10km）を中心にパトロール（異常なし） 

 

３．今後の対応 

（１）生産再開に向けた対応、支援 

・鶏の再導入に向けた鶏舎消毒、鶏舎環境 PCR 検査、モニター鶏の導入検査 

・家畜伝染病予防法に基づく手当金の交付申請（県が評価し国へ申請） 

・運転資金の借り入れにかかる利子負担を軽減（40 百万円：11 月補正予算議案） 

（２）他の養鶏場への対応 

 野生小動物の侵入防止対策の徹底、農場周囲の清掃・消毒の実施、見回りや観

察の強化、異常時の早期通報などを県内養鶏場に対して継続的に指導 

（３）今後の備え 

・備蓄資材の復元など新たな発生に備えた防疫体制整備（400 百万円：11 月補  

 正予算議案） 

・防疫作業を検証し得られた改善点を今後の対策に反映 
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